
緊急消防援助隊解隊式の見送り

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
２
月
３
日
か
ら

５
日
ま
で
、
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
石
巻
市
で
は
、
か
わ
ま
ち
オ
ー
プ
ン
パ
ー
ク

を
見
学
し
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
中
心
市

街
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
当
し
て
い
る
、
㈱
街

づ
く
り
ま
ん
ぼ
う
の
取
り
組
み
や
、
今
後
策
定

さ
れ
る
本
市
の
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
生
か

せ
る
事
業
内
容
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
石
巻
魚
市
場
で
は
、
高
度
衛
生
管
理
型
の
卸

売
市
場
モ
デ
ル
と
し
て
再
建
さ
れ
た
約
９
０
０

㍍
も
の
規
模
を
ほ
こ
る
施
設
の
概
要
と
、
水
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

本
市
に
還
元
で
き
る
取
り
組
み
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
長
野
県
で
は
、
初
め
に
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
須
坂
市
）
を
視
察
し
、
果

樹
栽
培
の
高
温
対
策
や
事
業
承
継
の
在
り
方
な

　
管
外
行
政
視
察

ど
、
実
例
を
踏
ま
え
て
学
び
ま
し
た
。
次
に
視

察
し
た
㈱
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち

（
山
ノ
内
町
）で
は
、
に
ぎ
わ
い
の
再
生
を
テ
ー

マ
に
、
泊
食
分
離
を
掲
げ
た
観
光
事
業
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。
今
後
、
本
市
で
の
ホ
テ
ル
開

業
に
伴
う
中
心
市
街
地
の
振
興
に
も
マ
ッ
チ
し

た
視
察
と
な
り
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。

　
陸
前
高
田
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
の
制
定
に
向
け
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
商
工
会
、
金
融
機
関
の
ほ
か
、
高
田

ま
ち
な
か
会
の
各
代
表
者
と
市
商
政
課
職
員
を

交
え
、
条
例
制
定
の
効
果
と
条
例
案
に
つ
い
て

説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
陸
前
高

田
商
工
会
か
ら
の
か
ね
て
か
ら
の
強
い
要
請
に

応
え
、
委
員
会
と
し
て
条
例
の
制
定
に
向
け
調

査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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今
回
は
、
予
算
等
特
別
委
員
会

を
傍
聴
し
た
吉
田
定
子
さ
ん
（
66

歳
・
気
仙
町
）
に
感
想
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
市
政
に
は
関
心
が
あ

り
、
市
政
懇
談
会
や
議
会
と
語
る

会
等
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
予
算

等
特
別
委
員
会
（
３
月
10
日
）
の

審
査
を
実
際
に
傍
聴
す
る
の
は
初

め
て
で
し
た
。

　
委
員
会
室
は
議
場
と
違
い
一
般

的
な
会
議
室
で
し
た
。
職
員
が
防

災
服
を
着
て
い
た
の
は
大
船
渡
市

の
林
野
火
災
に
対
応
す
る
支
援
本

部
設
置
に
伴
う
も
の
だ
と
後
で
知

り
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
案
を
巡
る
審
査
は

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
議
員
が
よ
く
勉
強
し
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
特
に
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
見
込
ん

だ
予
算
化
は
、
何
を
す
る
に
も
財

源
が
必
要
と
い
う
視
点
か
ら
、
質

問
し
た
複
数
の
議
員
に
拍
手
を
送

り
た
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
目
線
の
活
動
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
市
民
が
市
長
と
議
員
を
直
接
選

挙
で
選
ぶ
「
二
元
代
表
制
」
の
下

で
市
政
の
執
行
と
議
会
の
監
視
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
関
心

を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い

た
の
で
、
今
回
の
傍
聴
の
機
会
は

た
い
へ
ん
有
意
義
な
こ
と
だ
と
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
紙
面
か
ら
の
情
報
だ
け

で
な
く
、
動
画
配
信
等
も
活
用
し

て
、
市
政
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
２
月
25
日
15
時
19
分
、
小
友
町

柳
沢
地
内
で
林
野
火
災
が
発
生
。

市
は
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
。
一

部
住
民
に
避
難
指
示
を
発
令
。
大

船
渡
市
末
崎
町
ま
で
延
焼
し
、
約

９
㌶
を
焼
失
。

　
２
月
26
日
か
ら
の
第
１
回
定
例

会
に
は
、
当
局
、
議
員
共
に
防
災

服
で
出
席
。
本
会
議
で
の
施
政
方

針
演
述
を
要
約
す
る
な
ど
、
大
幅

に
時
間
を
短
縮
し
、
予
定
し
て
い

た
全
員
協
議
会
や
予
算
等
特
別
委

員
会
も
延
期
。
散
会
後
、
正
午
に

鎮
圧
、
避
難
指
示
解
除
。

　
直
後
の
13
時
２
分
、
大
船
渡
市

赤
崎
町
合あ
っ
足た
り
地
内
で
林
野
火
災
発

生
。
市
は
同
日
「
大
船
渡
市
林
野

火
災
に
係
る
陸
前
高
田
市
支
援
本

部
」
を
速
や
か
に
設
置
。
令
和
６

年
３
月
か
ら
運
用
さ
れ
、
岩
手
県

広
域
防
災
拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
夢
ア
リ
ー
ナ
た
か
た
を
緊

急
消
防
援
助
隊
の
宿
営
地
に
、
高

田
松
原
運
動
公
園
を
防
災
ヘ
リ
の

発
着
基
地
と
し
た
。

　
２
月
27
日
、「
大
船
渡
市
へ
最

大
限
の
支
援
を
」
と
市
長
に
正
副

議
長
で
申
し
入
れ
。
そ
の
後
、
議

会
と
し
て
災
害
見
舞
金
を
送
付
。

以
後
の
本
会
議
、
委
員
会
等
に
お

い
て
も
、
支
援
対
応
に
配
慮
し
な

が
ら
日
程
を
消
化
。

　
３
月
９
日
、
17
時
に
鎮
圧
。
避

難
指
示
は
継
続
の
た
め
、
支
援
体

制
も
維
持
強
化
。
19
日
に
は
、
緊

急
消
防
援
助
隊
が
解
隊
。
31
日
に

市
支
援
本
部
を
廃
止
。
今
後
は
状

況
を
見
守
っ
て
い
く
。

大
船
渡
市
へ
支
援
を
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管外行政視察

・かわまちオープンパーク

　（宮城県石巻市）

・宮城県石巻市　石巻魚市場

・ＪＡながの須高営農経営センター

　（長野県須坂市）

・㈱ＷＡＫＵＷＡＫＵやまのうち

　（長野県山ノ内町）

所管事務調査

陸前高田市中小企業・小規模

企業振興条例の制定について

林
野
火
災

場内設備の説明を受ける同委員会

（石巻魚市場）

中小企業・小規模企業振興条例について市内各団体と意見交換

（陸前高田商工会館）

予算等特別委員会で答弁する当局職員

　
所
管
事
務
調
査

傍
聴
者
の

声

りくぜんたかた市議会だより　No.132 20りくぜんたかた市議会だより　No.13221

議会ニュース 常任委員会 /活動ほうこく


